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１．研究計画の概要 

代表者の長年の代数的組合せ論の研究の総決

算を行うと言う形で，いままでの研究の総ま

とめをしたいと言うのがこの研究の主旨であ

る．置換群の多重可移という性質と，原始的

であると言う性質の意味をもっと良く理解し

たいということが研究の元々の出発点であっ

たが，それをより広げた形で，アソシエーシ

ョンスキーム，あるいは球面上の代数的組合

せ論と言う枠組みで，アソシエーションスキ

ーム上の，あるいは球面上のt-デザインにお

けるt の意味を良く理解したいと言うことで

あった．具体的には，アソシエーションスキ

ーム自身の分類問題に加えて，アソシエーシ

ョンスキームの部分集合である，コード，デ

ザインの研究を行い，さらに球面上の良い有

限集合の研究，およびその拡張であるユーク

リッドデザイン等の研究を行った．特に，ユ

ークリッド格子の殻として出来る球面t-デザ

インの研究(Lehmer予想のtoy modelsの研究)，

ユークリッドデザインとcoherent configu- 

rationとの関係の研究，特にtightなユークリ

ッドt-デザインの構成，分類問題に努力を集

中して研究を行った． 

 

２．研究の進捗状況 

(1) 総決算的研究という意味において，我々

の研究を世に問う 2つの重要なサーベイ論文

([5],[6])を発表した，また伊藤達郎，坂内

悦子と共同で，本「代数的組合せ論」を執筆

中である． 

(2) 研究問題に対する具体的成果は次の通

りである．球面上，あるいはユークリッド空

間内の良い有限集合の研究が主目的であり，

2つの同心球面上の tight な t-デザインの分

類について t=5,7の場合に完全な結果を得て

既に発表したが，新しく t=9 の場合に完全な

結果を得，論文([1])として投稿し，掲載決

定を得た(坂内悦子との共同研究)．ここで用

いた方法は他の大きな tに対しても拡張可能

であることを示唆しており，現在研究を進展

中である．なお 22 次元ユークリッド空間の 2

つの同心球面上のtightな6-デザインの新し

い例も見いだしている([2] 坂内悦子および

重住淳一との共同研究)．球面 t-デザインと

アソシエーションスキームの関係を述べた

Delsarte-Goethals-Seidel の結果の類似と

して，良いユークリッド t-デザインに

coherent configurationの構造が入るという

結果を得ていたが，それを用いて特に tight

なユークリッド 4-デザインの分類問題にお

いて新しい成果([4]坂内悦子との共同研究)

を得た．他に，実双曲空間に於ける t-デザイ

ンの定義を得ることに成功し，その概念と Q-

多項式スキームに於ける relative t-デザイ

ンとの関係を明確にし，論文を投稿した．ラ

マヌジャンτ関数の値は決して 0にならない

と言う整数論に於ける Lehmer 予想と格子の

殻として得られる球面上のデザインとの間

に密接な関係があることを Venkov が見いだ

していた．Lehmer 予想自体は難しく解決まで

にはまだまだ多くの困難があるが，三枝崎剛

との共同研究において，toy model と呼ぶ 2

次元の格子の場合に類似の結果を得て論文

に発表した(論文[3])．またその種々の拡張

についても研究を進めておりいくつかの論
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文を投稿したところである． 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している． 

理由: 現在までの 3年間に発表されたりある

いは掲載の確定した論文は計約 14編になり，

投稿中の論文も約 5編ある．ただし，特別大

きな問題，例えば，有限単純群の分類あるい

は t-重可移群の分類問題を，代数的組合せ論

の立場から見直すこと，などにはまだ取りか

かれていない． 

 

４．今後の研究の推進方策 

今後の研究は、今までの３年間にやって来た

研究の方向を継続して進めたいと思う．どこ

かの段階で，成果の挙げられる具体的問題を

越えて，全く解決の見通しが得られていない

いくつかの大問題にも挑戦したいと思って

いる． 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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